
総
務
大
臣　
　

金か

ね

こ子
恭や

す

し之

は
じ
め
に

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
10
月
、
総
務
大
臣
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

総
務
省
は
、
地
方
行
財
政
、
消
防
、
情
報
通
信
、

郵
政
、
統
計
な
ど
、
国
民
生
活
に
広
く
関
わ
り
の

あ
る
政
策
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
社
会
全
体
の
デ

ジ
タ
ル
変
革
の
加
速
、
活
力
あ
る
地
方
創
り
、
防

災
・
減
災
・
国
土
強
靭
化
な
ど
を
中
心
に
全
力
で

取
り
組
む
と
と
も
に
、
岸
田
内
閣
の
最
重
要
課
題

の
一
つ
で
あ
る「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
」

の
実
現
な
ど
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

  

昨
年
末
に
は
、「
新
し
い
資
本
主
義
」
の
起
動
や

国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
な
ど
４
つ
の
柱
に
基

づ
く
経
済
対
策
に
沿
っ
た
補
正
予
算
が
成
立
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
強
力
に

取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

岸
田
内
閣
の
政
権
運
営
の
基
本
で
あ
る
「
国
民

の
皆
様
と
の
丁
寧
な
対
話
」
を
踏
ま
え
、
国
民
の

皆
様
に
必
要
な
政
策
を
着
実
に
進
め
て
結
果
を
出

し
て
い
け
る
よ
う
、「
地
方
の
繁
栄
な
く
し
て
国

の
繁
栄
な
し
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
徹
底
し
て
現
場

主
義
を
貫
き
、
車
座
対
話
も
積
極
的
に
活
用
し
な

が
ら
、
地
域
の
生
の
声
、
本
音
の
声
を
聞
き
、
総

務
省
の
施
策
に
反
映
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
変
革
の
加
速
と

グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現

　

社
会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
変
革
の
た
め
、「
総
務

省
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
推
進
本
部
」
を

軸
と
し
て
、「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
」の

実
現
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
地
方
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
基
盤
の
整
備
や
行

政
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
必
要
で
す
。

　

第
五
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
、
い
わ
ゆ
る
５

Ｇ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
都
市
・
地
方
で
の
一
体
的
整

備
や
、
地
域
の
課
題
解
決
に
資
す
る
「
ロ
ー
カ
ル

５
Ｇ
」
の
普
及
促
進
、
地
方
の
活
性
化
や
地
方
と

令
和
４
年 

総
務
大
臣 

年
頭
所
感
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都
市
の
差
を
縮
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
地
方
に

お
け
る
光
フ
ァ
イ
バ
等
の
整
備
促
進
、
東
京
圏
に

一
極
集
中
し
て
い
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
等
の
地
方

へ
の
立
地
促
進
や
国
内
光
海
底
ケ
ー
ブ
ル
で
日
本

を
周
回
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
「
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ
」
の
整
備
等
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
、

令
和
２
年
12
月
に
策
定
し
た「
自
治
体
デ
ジ
タ
ル
・

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
推
進
計
画
」
に
基

づ
き
推
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
基
盤
と
な
る
情

報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
昨
年
５
月
に
成
立
し

た
「
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
目
標
時
期
で
あ
る
令

和
７
年
度
ま
で
に
、
地
方
公
共
団
体
が
標
準
準
拠

シ
ス
テ
ム
に
円
滑
に
移
行
で
き
る
よ
う
、
関
係
府

省
と
連
携
し
、
財
源
面
を
含
め
た
支
援
を
引
き
続

き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
防
災
分
野
の
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
交
付
枚

数
の
累
計
が
５
０
０
０
万
枚
を
超
え
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
引
き
続
き
、「
令
和
４
年
度
末
に
、
ほ
ぼ

全
国
民
に
行
き
渡
る
こ
と
」
を
目
指
し
、
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
を
関
係
省
庁
と
連
携
し
て
実
施

し
ま
す
。
市
区
町
村
の
交
付
体
制
の
更
な
る
強

化
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
な
ど
の
広
報
事
業
等
を
実
施
す

る
こ
と
で
、
政
府
全
体
で
、
一
層
の
普
及
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

誰
一
人
取
り
残
さ
ず
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
を

享
受
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
の
申
込
み
を
は
じ
め
と
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
行
政
手
続
な
ど
、
今
後
デ
ジ
タ
ル
を
活
用

す
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
利
用
方
法
な
ど
に
関
す
る
高
齢
者
等
に

対
す
る
助
言
・
相
談
等
の
支
援
を
更
に
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。

活
力
あ
る
地
方
創
り

　

活
力
あ
る
地
方
創
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
方
移
住
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
地
方

へ
の
新
た
な
人
の
流
れ
を
強
化
し
、
子
ど
も
を
産

み
、
育
て
や
す
い
、
支
え
合
う
地
域
社
会
を
実
現

す
る
と
と
も
に
、
自
立
分
散
型
地
域
経
済
の
構
築

等
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
活
力
あ
る
地
方
の
創
出

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

多
様
な
外
部
人
材
が
地
域
で
更
に
活
躍
出
来
る

よ
う
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
都
市
部
の
企
業
人
材
に
地
域
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
「
地
域
活
性
化
起
業
人
」
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
運
営
組
織
の
多
機
能
化
・
総
合
化
の
推
進

や
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
全
国
規
模
で
の
普
及
促
進
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
の
資
源
と
資
金
を
活
用
し
て
地
域
密
着

型
事
業
の
立
ち
上
げ
を
支
援
す
る
「
ロ
ー
カ
ル

１
０
、０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
進
め
る
「
分
散
型

エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
展
開

等
に
よ
り
、
地
域
脱
炭
素
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　

新
過
疎
法
に
基
づ
き
、
過
疎
地
域
の
持
続
的
発

展
に
向
け
た
取
組
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
推
進

　

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
推
進
に
よ
る
安

全
・
安
心
な
く
ら
し
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
閣
僚
全
員
が
復
興
大
臣
」
と
の
強
い
思
い
の

下
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
全
力

で
取
り
組
み
ま
す
。

　

昨
年
も
７
月
の
熱
海
市
土
石
流
災
害
な
ど
、
自

然
災
害
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
が
住
民
避
難
、
人
命
救
助
な
ど

の
災
害
応
急
対
策
を
迅
速
か
つ
的
確
に
遂
行
で
き

る
よ
う
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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そ
の
た
め
、
緊
急
消
防
援
助
隊
の
車
両
資
機
材

の
充
実
強
化
に
取
り
組
む
と
と
と
も
に
、
消
防
団

を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
り
ま

す
。
特
に
、
団
員
数
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
消

防
団
に
つ
い
て
は
、
出
動
報
酬
の
充
実
等
、
団
員

の
処
遇
改
善
を
着
実
に
進
め
る
な
ど
団
員
確
保
に

向
け
全
力
を
挙
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
被
災
団
体

の
応
援
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
発
災
直
後
の
災
害
応
急

対
策
や
復
旧
・
復
興
を
支
援
す
る
た
め
に
、
必
要

な
応
援
職
員
を
円
滑
に
派
遣
で
き
る
よ
う
、
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

被
災
地
の
実
情
を
伺
い
な
が
ら
、
復
旧
・
復
興

に
向
け
、
地
方
交
付
税
や
地
方
債
に
よ
る
地
方
財

政
措
置
を
講
じ
、
被
災
団
体
の
財
政
運
営
に
支
障

が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
適
切
に
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

　

災
害
時
に
お
け
る
通
信
手
段
の
確
保
・
強
靱
化

や
、
通
信
基
盤
の
早
期
復
旧
に
向
け
た
官
民
の
連

携
・
協
力
体
制
の
整
備
等
に
引
き
続
き
取
り
組
む

と
と
も
に
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
光
化
等
に
よ
る

放
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
耐
災
害
性
強
化
や
、
災
害

情
報
を
共
有
す
る
Ｌ
ア
ラ
ー
ト
の
活
用
を
促
進

し
、
災
害
時
に
も
情
報
を
確
実
に
届
け
ら
れ
る
環

境
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

災
害
時
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
被
害

情
報
収
集
を
迅
速
化
・
効
率
化
す
る
た
め
の
シ
ス

テ
ム
構
築
、
救
急
隊
員
等
の
感
染
防
止
対
策
、
救

急
業
務
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活

用
、
震
度
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
機
能

強
化
な
ど
災
害
に
強
い
防
災
情
報
基
盤
の
整
備
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

感
染
症
へ
の
対
応
と

地
方
行
財
政
基
盤
の
確
保

　

感
染
症
へ
の
対
応
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
の

実
現
等
を
支
え
る
地
方
行
財
政
基
盤
を
確
保
し

ま
す
。

　

昨
年
11
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
本
部
で
決
定
し
た
、「
次
の
感
染
拡
大
に
向
け

た
安
心
確
保
の
た
め
の
取
組
の
全
体
像
」
に
基
づ

く
総
合
的
な
取
組
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
３
回
目
の
接
種
の
円
滑
な
実
施
等
に

向
け
、「
総
務
省
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
等
地
方
連
携
推
進
本
部
」
の
も
と
、
全
て
の

都
道
府
県
の
副
知
事
、
政
令
市
の
副
市
長
と
、
総

務
省
幹
部
職
員
と
の
間
で
構
築
し
て
い
る
連
絡
体

制
も
活
用
し
な
が
ら
、
丁
寧
に
現
場
の
声
を
聞
く

こ
と
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
へ
の
対
応
も

含
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
取

り
組
む
地
方
公
共
団
体
の
支
援
に
万
全
を
期
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
回
の
感
染
症
対
応
で
直
面
し
た
課
題
な
ど
を

踏
ま
え
、
国
と
地
方
の
新
た
な
役
割
分
担
な
ど
に

つ
い
て
、
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
人
口
構
造

等
の
変
化
や
リ
ス
ク
に
対
応
し
、
持
続
可
能
な
形

で
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
地
方
公
共

団
体
間
の
多
様
な
広
域
連
携
を
進
め
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
地
方
財
政
対
策
に
お
い
て
は
、

社
会
保
障
関
係
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、

地
方
公
共
団
体
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提

供
し
つ
つ
、
地
域
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
公
共
施

設
の
脱
炭
素
化
の
取
組
等
の
推
進
、
消
防
・
防
災

力
の
一
層
の
強
化
な
ど
の
重
要
課
題
に
取
り
組
め

る
よ
う
、
一
般
財
源
総
額
に
つ
い
て
、
地
方
交

付
税
の
交
付
団
体
ベ
ー
ス
で
前
年
度
を
上
回
る

62
・
０
兆
円
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
前
年

度
を
０
・
６
兆
円
上
回
り
、
平
成
16
年
度
以
降
の

最
高
額
と
な
る
18
・
１
兆
円
を
確
保
し
、
臨
時
財

政
対
策
債
に
つ
い
て
は
、
発
行
額
を
昨
年
度
か
ら

３
・
７
兆
円
抑
制
し
、
１
・
８
兆
円
と
し
て
お
り
、

残
高
を
２
・
１
兆
円
縮
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
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し
た
。

　

主
な
歳
出
項
目
に
つ
い
て
は
、
地
域
社
会
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
た
め
、「
地
域
デ
ジ
タ
ル

社
会
推
進
費
」に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
０
・
２
兆

円
計
上
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
「
公
共
施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業
費
」
に
つ

い
て
、
公
共
施
設
の
脱
炭
素
化
等
を
対
象
事
業

に
追
加
し
、
事
業
費
を
０
・
１
兆
円
増
額
し
た
上

で
、
事
業
期
間
を
５
年
間
延
長
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

消
防
・
防
災
力
の
一
層
の
強
化
を
図
る
た
め
、

「
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
費
」の
対
象
事
業
を
拡
充

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
に
お
か
れ
て
は
、
今
回
の
対
策

を
踏
ま
え
、
地
域
の
課
題
に
し
っ
か
り
と
対
応
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
は
、
景
気
回

復
に
万
全
を
期
す
た
め
、
固
定
資
産
税
の
負
担
調

整
措
置
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
度
に
限
り
、
地
価

が
一
定
以
上
上
昇
し
た
商
業
地
に
つ
い
て
税
額
の

上
昇
幅
を
半
減
さ
せ
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、
賃
上
げ
に
向
け
た
税
制
、
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
に
つ
い
て
、
国
税
に
お
け
る
見
直
し

を
踏
ま
え
、
地
方
税
で
も
対
応
す
る
と
と
も
に
、

地
方
税
務
手
続
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
地
方
分
権
推
進
の
基
盤
と
な
る
地

方
税
収
を
確
保
し
つ
つ
、
税
源
の
偏
在
性
が
小
さ

く
税
収
が
安
定
的
な
地
方
税
体
系
の
構
築
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
男
性
職
員
の
育
児
休

業
等
の
取
得
や
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
を
は
じ
め
、

地
方
公
務
員
の
働
き
方
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
適
正
な
運
用
、
定

年
引
上
げ
の
円
滑
な
実
施
等
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

持
続
可
能
な
社
会
基
盤
の
確
保

　

持
続
可
能
な
社
会
基
盤
を
確
保
し
ま
す
。

　

行
政
相
談
に
つ
い
て
は
、
行
政
相
談
委
員
と
と

も
に
、
お
困
り
の
方
の
声
を
真
摯
に
お
聞
き
し
、

寄
り
添
っ
て
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
委

員
の
活
動
が
効
果
的
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
地
方

公
共
団
体
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
に
よ
る
多
様
な

相
談
手
段
を
整
備
し
、
相
談
対
応
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　

社
会
情
勢
の
変
化
も
踏
ま
え
、
各
府
省
の
行
政

運
営
に
関
す
る
調
査
を
機
動
的
に
実
施
し
、
社
会

的
課
題
の
迅
速
な
解
決
に
努
め
る
と
と
も
に
、
制

度
導
入
か
ら
20
年
を
迎
え
た
政
策
評
価
に
つ
い

て
、
迅
速
か
つ
柔
軟
な
政
策
の
立
案
や
改
善
に
つ

な
が
る
よ
う
見
直
し
を
進
め
ま
す
。

　

行
政
不
服
審
査
法
、
行
政
手
続
法
な
ど
、
行
政

を
支
え
る
基
本
的
な
法
制
度
の
適
正
な
運
用
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
取
組
の
広
が
り
を
踏
ま
え
、

行
政
の
業
務
の
見
直
し
に
着
実
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

主
権
者
教
育
の
推
進
や
投
票
し
に
く
い
状
況
下

に
あ
る
有
権
者
の
投
票
環
境
の
整
備
に
引
き
続
き

努
め
ま
す
。

　

本
年
は
、
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
各
選
挙
管
理
委
員
会
と
連
携
し
て
、

選
挙
の
管
理
執
行
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
有

権
者
の
積
極
的
な
投
票
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
き

ま
す
。

む
す
び

　

皆
様
の
今
年
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸
を
祈
念
し
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
４
年
１
月
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